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1. はじめに 
 一概に、品詞(語クラス)をまたいだ形態操作には、通言語的に共通して見られる傾向も
あれば、個別言語・現象特有の思わぬ特徴を示すものもある。操作前の品詞だけを見ても
操作後の品詞だけを見ても記述をすることは難しく、更には、どちらを見てもなお難点が
残る場合すらある。 
 本企画は、品詞を変える操作として最もありふれているであろうと考えられる「名詞化」
を題材にした。Malchukov (2006)をベースに、個別の言語での名詞化と呼べる一連の現象の
詳細を紹介し、記述をするにあたって問題となる部分を具体的に示した上で、その解決案
を提起する、といったのが、企画の趣旨である。 
 
2. 対象とする言語 
 本企画で対象としている言語は 5 つ：①ウズベク語、②ブルシャスキー語、③ラワン語、
④モンゴル語、⑤ニヴフ語。 
 これらは、地理的にみて中央アジア～北東アジアの各所に分布している、互いに系統関
係にない言語である(図 1 参照)。地理・系統・類型的な情報に関しては表 1 の、西から順
に並べた言語一覧を参考にされたい。 
 
 
図 1: 言語地図 
特集 名詞化 (吉岡 乾) 
- 206 - 
 
表 1: 本企画で対象とする言語一覧 
# 言語名 地域 系統 形態 語順 格配列  担当 
① ウズベク語 中央アジア チュルク 膠着 SV/AOV 対格  (日高) 
② ブルシャスキー語 南アジア 孤立 膠着 SV/AOV 能格  (吉岡) 
③ ラワン語 東南アジア ﾁﾍﾞｯﾄ･ﾋﾞﾙﾏ 膠着 SV/AOV 対格  (大西) 
④ モンゴル語 東アジア モンゴル 膠着 SV/AOV 対格  (山田) 
⑤ ニヴフ語 北東アジア 孤立 膠着 SV/AOV 対格  (蔡) 
 
3. Malchukov (2006) 
 Malchukov (2006)は、OT (Optimality Theory；最適性理論)に合わせて名詞化の枠組みをま
とめた論文である。以下ではその理論的な道具立ての概要を紹介する。 
 なお、本企画の各論文は、必ずしも OT 的アプローチで分析するものではない。それに
合わせて、以下の解説も、用語を一部、本来の用語の指すものから大きく逸脱しない限り
で、翻案させて頂いた。 
 
3.1. 範疇を変える操作の捉えかた 
 動詞の名詞化に限らず、範疇を変える操作には、元の範疇からの脱範疇化
(decategorization)と目標の範疇への再範疇化(recategorization)との二つの側面が想定される。
動詞の名詞化に関して言えば、「動詞らしさの喪失」と「名詞らしさの獲得」という側面と
いうことになる。 
 各範疇の「らしさ」は、統語的なものと語彙(意味)的なものとがあり、それがどれだけ
典型を忠実に反映しているか(faithfulness)で測られる。ここには、(i) 一声に名詞化と言っ
ても、言語ごと、操作ごとに忠実性の度合いが段階的であり、(ii) その忠実性の差の現れ
る基盤となっている段階の構造が、通言語的に共通した階層構造になっている、という諒
解がある。 
 
3.1.1. 動詞らしさの階層と脱範疇化 
 動詞らしさ(動詞的カテゴリ)の階層は、内側から順に、(1)のようになっている。勿論、
全ての言語がこれらのカテゴリを全て持っているというわけではない。 
 
(1) VALENCY ≫ VOICE ≫ ASPECT ≫ TENSE ≫ MOOD ≫ AGREEMENT OF SUBJECT ≫ IF 
 
 動詞が名詞化を受ける操作の場合、語根の語彙(意味)的には動詞でありたいので、左(内
側)から順に動詞らしさを保持する力が働く。一方で、統語的には名詞でありたいので、右
(外側)から順に動詞らしさを喪失して行く力が働くこととなる。 
 この鬩ぎ合いが動詞の名詞化における脱範疇化の実態であり、保持する力がどこで喪失
の力を食い止めることができるかによって、度合い差が生じることとなる。 
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3.1.2. 名詞らしさの階層と再範疇化 
 動詞らしさの階層が(1)ならば、名詞らしさ(名詞的カテゴリ)の階層は(2)である。 
 
(2) CLASS ≫ NUMBER ≫ POSSESSIVE ≫ DETERMINER ≫ CASE 
 
 動詞が名詞化される場合、語彙的には動詞でありたいので、左(内側)から順に名詞らし
さを拒絶する力が働く。一方で、統語的には名詞でありたいので、右(外側)から順に名詞
らしさを獲得して行こうとする力が作用する。 
 これが動詞の名詞化における再範疇化の実態であって、拒む力がどこまで獲得の力を食
い止めることができるかという話で理解される。 
 
3.2. 例外の扱い 
 通言語学的研究で重要な点は、例外のフォローにあるだろう。 
 Malchukov (2006)では、上記の動詞らしさ・名詞らしさに関する忠実性による説明から零
れる例外の処理を、定形動詞・名詞化された動詞の形態と、非派生名詞の形態との間の構
造的な異なりを正そうとする力学(OOC: output-output correspondence)や、経済性(economy)
といった動機に任せている。 
 OOC は、言い換えれば、動詞的／名詞的カテゴリ階層の配列と、実際の動詞／名詞にお
ける形態素の配列との間に食い違いがあった場合に、後者を優先させるための働きと規定
しても良い。 
 
4. 企画を通じてのトピック 
 以下に掲載されている 5 本の企画論文を通じて随所に見られる、通言語的な共通トピッ
クとして、例えば次のようなポイントが指摘できる。 
 
・外側要素の扱い難さ 
  (1)や(2)で示したカテゴリ階層の外側に行けば行くほど、各言語内でのそのカテゴリの
振る舞いは一筋縄では立ち行かなくなり、例外的な現象が現れ易くなる。それはそうい
ったカテゴリが、単一の語にのみ関わるというよりは、節全体との関連性を示す度合い
が高いためであるとも考えられる。 
 
・形動詞の定動詞化 
  それが地域特徴であるか通言語的傾向であるかはさておき、形動詞が定形動詞として
用いられ始めるという通時的変化が、数々の言語で見出せる。形容詞が名詞的である言
語の場合は、動詞から脱範疇化した形式が、再び動詞へと揺り戻っているということに
なるだろうか。 
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・SOV言語における名詞化の傾向 
  ここで扱う言語は全て、系統関係にない SOV 型の言語である。これらの言語で見られ
る名詞化の特徴には、SOV 言語だからこその共通特徴や傾向というものが窺い見られる
かも知れない。述部が末尾にある分だけ、SVO のような語順の節よりも統語的な可能性
の幅が広がり得るということはあるだろう。 
 
参考文献 
Malchukov, Andrej L. 2006. Constraining nominalization: function/form competition. Linguistics 
44-5, 973–1009. 
 
  
名詞化とその周辺に存在する諸問題 
―Malchukov (2006)の枠組みをもとにして― 
 
- 209 - 
 
Issues on and around nominalization: Based on the framework of 
Malchukov (2006) 
 
 
In general transcategorial morphological operations may show universal tendencies 
and unique characteristics specific to individual languages or phenomena. Such 
operations are hard to describe only through looking the one side of word classes 
before and after the operations, or even with considering features of the both classes it 
may still remain complicated. 
This project targets nominalization which we thought as the interlinguistically 
commonest transcategorial operation. What every our paper aims to do on the project 
is that, at first to introduce the phenomena around nominalization of target languages 
in detail, then to point out some issues difficult in describing, and at last to advocate 
ideas to solve them.
